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はじめにはじめに

iPhone	7スクリーンを交換する方法が学べます。この修理ガイドは、スクリーンの交換用完全この修理ガイドは、スクリーンの交換用完全
パーツを使って作業する方向けです。パーツを使って作業する方向けです。このパーツはフロントアセンブリ、イヤホンスピーカー、
EMIシールドがすでに搭載されています。そのため、修理がより簡単に済みます。

必要な作業は、Touch	ID機能を保つため、古いスクリーンを取り出して、新しいスクリーンに
ホームボタンを取り付けることです。

[video:	https://www.youtube.com/watch?v=WhEIsdG01Lw]

ツールツール:

Anti-Clamp	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
P2	ペンタローブドライバー	(1)
iOpener	(1)
Using	a	heat	source	will	help	soften	adhesive	and	make	the	repair
easier.

ハンドル付き吸盤	(1)
スパッジャー	(1)
トライポイントY000	ドライバー	(1)
ピンセット	(1)
#000	プラスドライバー	(1)

部品部品:

iPhone	7	Screen	(1)
iPhone	7	ディスプレイアセンブリの接着
剤	(1)
iPhone	7のフロントパネルアセンブリの
ケーブルブラケット	(1)
iPhone	7/7	Plus	の底ネジ	(1)
iPhone	7リアカメラコネクタ用ブラケッ
ト	(1)
NuGlas	Tempered	Glass	Screen	Protector
for	iPhone	7/8	(1)

https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-screen
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-display-assembly-adhesive
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-front-panel-assembly-cable-bracket
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-7-plus-bottom-screws
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-rear-camera-connector-bracket
https://www.ifixit.com/products/nuglas-tempered-glass-screen-protector-for-iphone-7-8


手順手順	1	—	ペンタローブネジペンタローブネジ

作業開始前にiPhoneバッテリー
を25％以下まで消費してくださ
い。充電されたリチウムイオン
バッテリーは、バッテリーに穴が
空いた場合、引火や爆発の恐れが
あります。

分解を始める前に、iPhoneの電
源を切ってください。

iPhone下部底面に留められた3.4
mmペンタローブネジを2本外し
ます。

iPhoneのディスプレイを開口す
るとディスプレイ上の耐水性シー
ルにダメージを与えてしまいま
す。再組み立ての際、接着シール
を交換しなくても通常通り機能し
ますが、耐水機能を保てないこと
を留意ください。

https://www.ifixit.com/products/iphone-7-display-assembly-adhesive


手順手順	2	—	オープニングピックにマークを入れるオープニングピックにマークを入れる

オープニングピックを深く差し込みすぎるとデバイスを破損することがあります。この手順
に従って、ピックにマークを入れて、破損を防ぎましょう。

油性ペンでオープニングピックの先端から3mmの位置にマークを入れます。
また、他の計測方法でピックの先端にマークをつけることができます。

代わりに、先端から3mmの所にコインをテープで留めて利用することも可能です。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/pQGATIGUbViSB4gB.full?pk_vid=767858622902100316836600509b8867


手順手順	3	—	ひび割れた部分にテープを貼るひび割れた部分にテープを貼る

iPhoneの画面が割れてしまった場合、ガラスの表面上にテープを貼っておくと、それ以上広
がることがなく、作業中の怪我を防ぐことができます。

iPhoneの画面の上に、透明な梱包用テープを重ね合わせます。

修理の際に飛び散るガラスから目を保護するため、安全メガネを着用してください。

次の手順で吸盤がうまく装着しない場合は、強力なテープ（ガムテープなど）を持ち手に
折って、代わりにそれでスクリーンを持ち上げてみてください。
それでもうまくいかない場合は、吸盤カップに強力接着剤をつけて、画面に装着してくださ
い。



手順手順	4	—	リバースクランプの使用方法リバースクランプの使用方法

次の3つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、このリバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をスつの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。キップして別の方法をご覧ください。
リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

iPhoneの左/右側の端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をギュッと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることができ
ます。

作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表
面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順手順	5

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤カップの位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めてきたら、吸
盤を少し緩めてアームを装着し直してください。



手順手順	6

Heat	an	iOpenerを温めて、リバースクランプのアームの間にこれを通してください。
ヘアドライヤーや	ヒートガンもしくはホットプレートでも対応できますが、過剰な熱は
ディスプレイや内蔵バッテリーを破損する恐れがあります。取り扱いにはご注意ください。

iOpenerを折り曲げて、iPhoneの下側端に当たるようにします。

1分ほど待機すると、接着剤が剥がれ始め、デバイスの間に隙間ができます。

プラスチックベゼルとスクリーンの間の隙間にオープニングピックを差し込みます。スク
リーン自体には差し込まないでください。
クランプで十分な隙間が作れない場合は、さらに接着面に熱を当てて、クランプを1/4程度
時計回りに回してください。

一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の次の3つの手順はスキップしてください。つの手順はスキップしてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%98%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/157348
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%92%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/151116


手順手順	7	—	ディスプレイを温めます。ディスプレイを温めます。

次の3つの手順では、吸盤カップ
を使ってスクリーンを乖離させる
方法が学べます。

iPhoneの下端を加熱すると、
ディスプレイを固定している接着
剤が柔らかくなり、開きやすくな
ります。

ヘアドライヤーを使用するか、
iOpenerを準備し、ディスプレイ
裏側の接着剤を柔らかくするため
に、iPhone下部端に約90秒間あ
てます。

手順手順	8	—	ディスプレイを外します。ディスプレイを外します。

ホームボタンのすぐ上にあるフロントパネルの下半分に吸盤を取り付けます。

吸盤カップをホームボタン上に装着しないでください。吸盤カップをしっかりとフロントガ
ラスに固定するためです。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順手順	9

一定の力で吸盤カップを引き上げて、スクリーンとフレームの間にわずかな隙間を作りま
す。

隙間に開口ピックを挿入します。
スクリーンを所定位置に固定する防水性接着剤は非常に強く、	最初の隙間を作るにはかな
りの力を要します。なかなか隙間ができない場合、さらに熱を加えたり、ピックを挿入でき
るだけの十分な隙間を作るために画面を上下にゆっくり揺り動かして接着剤を弱めます。

手順手順	10

開口ピックを左下からiPhoneの音量コントロールボタンとサイレントスイッチの方向にスラ
イドさせて、ディスプレイを固定している接着剤を剥がします。

ディスプレイの左上隅付近で停止します。

ディスプレイの上端から後部ケースを引き剥がそうとしないでください。固定しているプラ
スチック製のクリップが破損することがあります。



手順手順	11	—	スクリーンの情報スクリーンの情報

iPhoneの右側に端に沿って、デ
リケートなケーブルが装着されて
います。この部分にピックを差しこの部分にピックを差し
込まないでください。込まないでください。ケーブルを
破損する恐れがあります。

手順手順	12

iPhoneの右下隅に開口ピックを再度差し込み、角を回ってiPhoneの右上にスライドさせて接
着剤を剥がします。
ディスプレイケーブルを傷つける恐れがあるので、ピックを3mm以上差し込まないでくだ
さい。



手順手順	13

ディスプレイの下端を押さえながら、吸盤カップをゆっくりと引き上げます。
ディスプレイをディスプレイを15°以上持ち上げないでください。以上持ち上げないでください。ディスプレイが接続されたリボンケーブ
ルを傷つけたり、破損する恐れがあります。

吸盤カップの小さな持ち手(ノブ)を緩めて、フロントパネルから取り外します。

手順手順	14

ディスプレイ下の開口ピックを左上の角からiPhoneの上端に沿ってスライドさせて、残りの
接着剤を剥がします。



手順手順	15

ディスプレイアセンブリをわずかに下に（iPhoneの上端から離して）スライドさせて、リア
ケースに固定しているクリップを外します。

手順手順	16

本のページをめくるように、ディスプレイの左側を持ち上げてiPhoneを開きます。
いくつかの壊れやすいリボンケーブルがまだiPhoneのロジックボードに接続しているの
で、ディスプレイを完全に外そうとしないでください。

作業がしやすいように、iPhoneを開口をしたままディスプレイの後ろに衝立を置き、立てか
けてください。



手順手順	17	—	バッテリー接続の外し方バッテリー接続の外し方

下部のコネクターブラケットから
次の長さの	トライポイント	Y000
ネジを4本を取り外します。
1.2	mmネジー3本

2.4	mmネジー1本

修理作業中は、各ネジを	きちん
と管理してください	。再組み立
ての際は、iPhoneへのダメージ
を防ぐため、正しい位置に装着し
ましょう。

手順手順	18

下側のコネクターブラケットを取
り出します。

https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


手順手順	19

スパッジャーの尖ったほうの先端を使って、バッテリーコネクターをロジックボードのソ
ケットから外します。

バッテリーコネクターがソケットに接触してiPhoneの電源が入らないようにするため、わず
かにコネクターケーブルを上に曲げます。



手順手順	20	—	ディスプレイアセンブリディスプレイアセンブリ

この手順でケーブルの接続を外したり再接続する前にバッテリーが切れていることを確認し
てください。

スパッジャーの平面側先端や指の爪を使って、ロジックボード上のソケットから2つのディス
プレイコネクタをまっすぐ引き上げて、接続を外します。

これらのケーブルを再接続する際は、カチッと音がして装着されるまで、コネクタの先端を
ソケットに押し込みます。それから反対側のコネクタも同じ作業を繰り返します。コネクタ
の中央部分を押さないでください中央部分を押さないでください。コネクタが僅かでもずれてしまうと曲がってしまい、永
続的なダメージの原因となります。

もしiPhoneを組み立て直した後に、画面が真っ暗になったり、白い線が表示されたり、タッ
チの反応が悪い場合は、両方のケーブルを取り外して慎重に再接続し、完全に装着されてい
ることを確認してください。



手順手順	21

正面パネルのセンサーアセンブリコネクター上に固定されたブラケットから1.3	mm	#000プラ
スネジを２本外します。

あるデバイスによってはY000が使用されています。Appleは製品の製造ラインの途中から
Y000ネジの使用に切り替えました。

手順手順	22

正面パネルのセンサーアセンブリコネクターの接続をロジックボード上のソケットから外し
ます。

再度接続する際には、この平たいコネクターが曲がるリスクを最小にするために、コネク
ターを一度に接続してください。



手順手順	23

ディスプレイアセンブリを取り出
します。

組み立て直すときに、ディスプレ
イの周囲の圧着剤を交換する場合
は、一旦ここで作業を止めてくだ
さい。

手順手順	24	—	Home	/Touch	ID	センサーセンサー

Home/Touch	ID	センサー上のブ
ラケットから次のY000ネジを4本
外します。
1.1	mmネジー1本

1.3	mmネジー3本

再組み立ての際は、これらのネジ
を締めすぎないようにご注意くだ
さい。ホームボタンが機能しない
場合がありあす。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/93983


手順手順	25

Home	/Touch	IDセンサーを固定
しているブラケットを外します。

手順手順	26

ホームボタンケーブルのソケットからホームボタンケーブルコネクターの左側先端を持ち上
げて接続を外します。
もし外す前にコネクター全体が持ち上がってきたら、スパッジャーの平面側を使ってコネク
ターの上部先端のケーブルを押し込んでください。同時に、コネクターの左側先端を持ち上
げます。ケーブルやコネクターにダメージを与えないようご注意ください。センサーに恒久
的なダメージが入ってしまいます。

https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/YCREWlQsUNsbXdMn.full


手順手順	27

丁寧にコネクターの接続箇所を持ち上げます。そしてHome/Touch	IDケーブルに接触しない
ようにコネクターを移動します。
この手順でiPhoneにダメージを与えてしまう可能性が非常に高くなります。ゆっくりと丁
寧にツールで持ち上げてください。Touch	IDにダメージを与えてしまった場合は、Appleの
みでしか対応できません。

コネクターの接続が簡単に持ち上がらない場合は、ヘアドライヤーやiOpenerを使ってコネ
クタを固定している圧着剤を温めて柔らかくしてください。それから作業を続けます。

コネクターを完全に外さないでください。少しだけ持ち上げるとその下にあるHome/Touch
ID	センサーケーブルが取り出せます。



手順手順	28

デリケートなケーブルを固定して
いる圧着剤を柔らかくするため、
Home/Touch	IDセンサー付近を温
めてください。安全にケーブルが
取り出せます。

ディスプレイアセンブリを裏返し
にします。ヘアドライヤーや
iOpenerを準備してディスプレイ
の下半分に約90秒乗せてくださ
い。下に留められた圧着剤を柔ら
かくします。

手順手順	29

開口ピックを使って、ディスプレイパネルの裏側にHome/Touch	IDセンサーケーブルを固定
している圧着剤を剥がすため、丁寧に切り込みます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


デバイスを再組み立てする際は、ディスプレイ上の接着剤を再装着する方法とこれらのインスト
ラクションを逆の順番に従って作業を進めてください。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手くいきませんか？ベーシックなトラブルシューティングページを参照するか、iPhone
7のアンサーコミュニティに尋ねてみましょう。

手順手順	30

ディスプレイの正面側からHome
/Touch	ID	センサーアセンブリを
持ち上げて、取り出します。

再インストールをする際は、まず
ディスプレイ正面のホールにケー
ブルを通します。

交換用パーツには予備のY000ネ
ジがすでにホームボタンの右側に
付けられている場合があります。
不必要なネジを取り出してから、
ホームボタンブラケットを再イン
ストールしてください。

このガイドに従って、スクリーン
上に交換用ディスプレイ用接着剤
を装着してください。

file:///Guide/iPhone%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/93983
file:///Wiki/E-Waste
file:///Wiki/Troubleshooting_Problems_After_a_Repair
https://www.ifixit.com/Answers/Device/iPhone%207
https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/O3Q1JrSKUBugrqhN
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%82%AB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%A0%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F%E6%8E%A5%E7%9D%80%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AE%E8%A3%85%E7%9D%80%E6%96%B9%E6%B3%95/126585

